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志

『
水
辺
か
ら
都
市
を
読
む
〜
舟
運
で
栄
え
た
港
町
〜
』
発
刊

『
水
の
文
化
』
創
刊
時
よ
り
適
時
連
載
・
好
評
を
博
し
て
き
た
「
舟
運
か

ら
都
市
の
水
の
文
化
を
読
む
」
が
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

1
9
9
7
年
よ
り
継
続
し
て
き
た
五
年
間
の
活
動
結
果
の
集
大
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

訪
れ
た
都
市
は
数
知
れ
ず
。
日
本
の
佐
原
に
始
ま
り
、
大
阪
、
足
羽
川
、

最
上
川
流
域
、
瀬
戸
内
海
、
伊
勢
湾
な
ど
を
起
点
に
、
中
国
・
蘇
州
、
タ

イ
・
バ
ン
コ
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
イ
タ
リ
ア
・
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
・
・
・
。
舟
運
に
よ
っ
て
発
展
し
た
都
市
を
訪
れ
、
徹
底
し
た
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
を
通
し
て
、
往
時
の
都
市
の
構
造
、
そ
の
豊
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

今
に
続
く
活
気
に
あ
ふ
れ
た
人
び
と
の
暮
ら
し
の
営
み
な
ど
を
重
層
的
に
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。「
心
地
よ
い
都
市
の
水
辺
」
作
り
の
解
説
書
と
し
て

き
わ
め
て
現
代
的
な
読
み
方
が
で
き
る
必
読
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
次
よ
り

第
一
部
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
編
　
水
が
彩
る
交
易
都
市

オ
ラ
ン
ダ
の
港
町

ホ
ー
ル
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
　
　
イ
タ
リ
ア
の
港
町

ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
、
ブ
ラ
ー
ノ
島
、
キ
オ
ッ
ジ
ア
、
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
と
シ
ー
レ
川

第
二
部
　
ア
ジ
ア
編
　
現
代
に
生
き
る
水
の
都

中
国
・
江
南
の
水
郷
都
市

蘇
州
、
江
南
の
運
河
を
巡
る
、
周
庄
、
同
里

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
水
辺
空
間

バ
ン
コ
ク
の
水
文
化
を
探
る
、
元
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川

を
巡
る
、
百
年
前
に
開
削
さ
れ
た
運
河
を
行
く
、
バ
ン
コ
ク
水
の
都
の
城
郭
都
市

第
三
部
　
日
本
編
　
埋
も
れ
た
魅
力
の
再
発
見

瀬
戸
内
海
の
港
町

庵
治
、
尾
道
、
鮴
崎
、
御
手
洗
、
鞆
、
笠
島
、
下
津
井
、
牛
窓
、
柳

井
　
　
伊
勢
湾
の
港
町

大
湊
、
神
社
、
伊
勢
湾
横
断
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
内
海
、
大
井
、

亀
崎
、
半
田
　
他

水の文化
Information

■
『
水
の
文
化
』
に
関
す
る
情
報
を

お
寄
せ
下
さ
い

本
誌
『
水
の
文
化
』
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
「
人
と
水
と
の
関
わ
り
」
に

焦
点
を
当
て
た
活
動
や
調
査
・
研
究
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
ユ
ニ
ー
ク
な
水
の
文
化
楽
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

・
「
水
の
文
化
」
に
関
わ
る
地
域
に
根
差
し
た
調
査
や

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

事
務
局
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ミツカン水の文化
交流フォーラム
2002

～もしも蛇口が止まったら～

開催のお知らせ

みなさん。もしも蛇口から水が出なくなったらどうしま

すか。こんな疑問を出発点に、地域で利用できる水はどこ

にあるのか？　その利用法は？　もしもに備え日頃からど

のように水と関わるとよいのか？　様々な疑問をみんなで

考えてみようと、当センターでは『水の文化交流フォーラ

ム』を開催します。

日時：10月29日（火）
17時30分～21時（予定）

会場：江戸東京博物館ホール（１階）
東京都墨田区横網１－４－１
地下鉄都営大江戸線「両国」駅Ａ３出口より徒歩１分
ＪＲ総武線両国駅西口より徒歩３分

水
辺
の
都
市
を
読
む

〜
舟
運
で
栄
え
た
港
町
〜
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水の文化

第11号
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■水の文化バックナンバーを
ホームページで

ホームページアドレス
http: //www.mizu.gr.jp/
本誌はモノクロでみなさまに配布しておりますが、写真をはっきり見たい！と
いうご要望にお応えしホームページではカラーでバックナンバーを提供してい
ます。すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用下さい。

■水の文化12号予告
特集「水道の文化」

くらしと水を直結するのが水道です。

水道の普及によりわたしたちの考え方や

行動はどのように変わったのでしょうか。

水道が普及する前は、

どのように水を管理していたのでしょうか。

編
集
後
記

本
誌
も
発
行
丸
3
年
を
経
て
、
今
回
誌
面

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
創
刊
号
か
ら

10
号
ま
で
「
水
の
文
化
と
は
何
だ
ろ
う
」
と

編
集
部
も
手
探
り
で
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
社
会
の
動
き
は
早
く
、「
水
の

文
化
」
の
意
味
を
一
か
ら
説
明
す
る
必
要
も

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
読
者
の

み
な
さ
ま
か
ら
も
数
々
の
応
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
み
な
さ
ま
の
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。（
編
集
部
一
同
）


